
思
想
・
学
問
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
の
必
要
 
 

世
界
史
の
現
在
に
お
い
て
は
、
私
達
人
間
の
現
実
の
生
き
方
・
考
え
方
に
強
い
影
響
を
持
つ
社
会
思
想
・
社
会
科
学
に
お
い
て
、
コ
ペ
 
 

ル
ニ
ク
ス
的
な
発
想
の
転
回
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
勇
気
を
持
っ
て
未
来
を
切
り
拓
く
努
力
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
 
 

で
は
な
か
ろ
う
か
。
資
本
主
義
と
共
産
主
義
に
代
わ
る
1
撃
－
の
退
」
と
し
て
友
愛
主
義
、
覇
ユ
ー
ト
ピ
ア
経
済
学
』
＝
「
新
し
い
経
済
 
 

学
」
（
た
ま
出
版
）
な
ど
は
、
こ
の
よ
う
な
報
告
者
に
よ
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
の
努
力
の
産
物
で
あ
る
。
 
 

今
回
取
り
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は
、
在
来
の
（
特
に
2
0
・
1
9
杜
絶
の
）
機
械
論
的
で
完
諭
的
・
還
元
主
義
的
・
物
質
主
義
的
で
 
 

経
験
主
薬
的
な
、
1
部
分
知
」
に
堕
し
や
す
く
、
価
値
観
回
避
の
、
血
が
適
わ
ぬ
と
も
言
え
る
社
会
科
学
か
ら
、
2
1
世
紀
に
向
け
て
の
「
社
 
 

会
科
学
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
授
」
、
宇
苧
地
球
・
人
間
・
社
会
、
相
互
浸
透
的
・
ホ
ー
り
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
社
会
科
学
へ
の
転
換
が
必
要
で
あ
 
 

る
。
今
日
、
世
界
的
に
自
然
科
学
の
世
界
で
も
、
人
文
科
学
の
世
界
で
も
、
さ
ら
に
は
実
際
界
で
も
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
が
盛
ん
に
唱
え
 
 

ら
れ
て
い
る
。
文
明
の
転
換
期
に
あ
た
り
、
新
た
な
「
時
代
精
神
」
（
N
2
千
G
2
i
s
t
）
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 

社
会
科
学
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
の
必
要
性
㈱
 
 

－
 
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
 
「
ニ
ュ
ー
ト
ン
型
社
会
科
学
」
よ
り
、
 
 

「
ポ
ス
ト
●
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
」
の
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
社
会
科
学
へ
の
転
換
を
 
 

筑
波
大
学
社
会
科
学
系
 
小
 
林
 
禰
 
六
 
 

社
会
科
や
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
の
必
要
性
似
 
 
 



岩
四
 
 
 

今
日
、
各
種
の
統
合
化
（
自
由
化
）
、
市
場
経
済
導
入
に
よ
る
資
本
主
義
（
市
場
経
済
）
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
化
に
よ
っ
 
 

て
、
開
発
と
前
に
変
わ
ら
ぬ
経
済
成
長
指
向
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
2
1
世
紀
に
お
い
て
現
在
の
個
我
的
・
利
己
的
・
物
 
 

質
主
義
的
な
「
欲
望
経
済
」
と
「
欲
望
政
治
」
と
欲
望
人
間
が
な
お
作
動
し
っ
づ
け
る
と
、
生
態
系
破
壊
・
環
境
破
壊
・
資
源
問
題
・
人
 
 

口
問
題
・
食
糧
危
機
の
さ
ら
な
る
進
展
に
よ
り
、
経
済
成
長
が
地
球
（
自
然
）
 
の
天
井
（
シ
ー
リ
ン
グ
）
 
に
突
き
当
た
り
大
変
な
ク
ラ
イ
 
 

シ
ス
・
崩
壊
に
直
面
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
を
予
測
さ
せ
る
。
こ
れ
は
現
代
の
人
類
が
地
球
や
資
源
を
た
ん
な
る
物
質
と
思
い
込
み
、
そ
 
 

れ
ら
が
心
を
持
つ
「
生
き
物
」
で
あ
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
ぬ
存
在
で
あ
る
こ
と
が
分
か
ら
な
く
な
り
、
忘
れ
て
い
る
結
果
で
も
あ
る
。
 
 
 

ま
た
、
現
在
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
イ
シ
ョ
ン
は
世
界
的
な
弱
肉
強
食
の
「
大
競
争
」
を
生
み
出
し
て
い
る
か
ら
、
世
界
的
な
規
模
で
の
経
 
 

済
の
寡
占
化
な
い
し
独
占
化
・
「
世
界
金
融
資
本
」
（
W
O
ユ
d
F
i
n
a
n
c
i
a
岩
a
p
i
t
a
－
）
に
よ
る
地
球
経
済
の
管
制
高
地
草
掘
を
も
た
ら
す
可
 
 

能
性
大
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
各
種
国
際
合
議
・
国
際
機
関
の
パ
ワ
ー
・
ア
ッ
プ
や
大
国
の
覇
権
と
結
び
つ
き
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
か
ら
 
 

顕
著
に
な
り
、
あ
る
意
味
で
は
世
界
を
動
か
し
て
き
た
と
い
え
る
「
世
界
超
帝
国
主
義
」
、
世
界
金
融
資
本
に
よ
る
世
界
政
経
独
占
体
制
が
 
 

確
立
す
る
可
能
性
大
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
世
界
経
済
の
其
の
主
人
公
は
歴
史
的
に
広
く
低
い
国
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
 
 

国
際
金
融
業
の
コ
ン
グ
ロ
マ
り
ツ
ト
で
あ
る
こ
と
を
、
経
済
学
も
遅
れ
馳
せ
な
が
ら
直
視
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
経
済
学
は
1
9
世
 
 

紀
以
来
世
界
の
真
の
覇
権
者
た
る
、
こ
の
世
界
金
融
資
本
や
同
盟
す
る
帝
国
主
務
つ
ま
り
世
界
超
帝
国
王
養
の
存
在
に
沈
黙
し
眼
を
つ
む
 
 

っ
て
き
た
も
の
と
思
え
る
t
。
こ
れ
に
注
意
を
促
す
努
力
を
し
た
点
で
は
、
ホ
ブ
ソ
ン
の
『
帝
国
主
議
論
』
や
ゾ
ム
バ
ル
ト
の
業
績
は
ま
こ
 
 

と
に
偉
大
だ
と
い
え
る
。
つ
い
で
な
が
ら
、
資
本
主
義
の
成
立
を
め
ぐ
る
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
倫
理
と
資
本
主
養
の
精
神
」
や
 
 

社
会
科
学
方
法
論
に
つ
い
て
の
M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
諭
に
は
、
そ
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
的
な
浅
さ
が
問
題
に
な
ろ
う
。
 
 
 



モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
社
会
科
学
の
限
界
と
歪
み
 
 
 

現
代
世
界
の
構
造
や
動
向
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
有
力
な
要
素
は
1
8
～
2
0
世
紀
の
社
会
科
学
で
あ
る
。
と
り
わ
け
1
9
～
2
0
世
紀
の
社
会
科
 
 

学
で
あ
る
。
こ
れ
が
人
々
の
考
え
方
や
、
思
考
回
路
や
価
値
観
に
影
響
を
与
え
、
個
人
生
活
や
社
会
・
経
済
・
政
治
に
強
い
影
響
を
与
え
 
 

た
こ
と
は
い
ま
さ
ら
説
く
ま
で
も
な
い
。
 
 
 

モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
社
会
科
学
は
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
世
界
観
や
社
会
観
や
人
生
観
や
心
得
を
、
教
育
や
言
論
活
動
や
教
育
を
通
じ
て
世
界
や
社
 
 

会
に
対
し
撒
布
し
て
き
た
。
ま
た
、
現
在
も
与
え
続
け
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
現
代
の
社
会
科
学
は
現
在
の
世
界
や
日
本
の
混
乱
や
閉
塞
状
 
 

態
に
た
い
し
て
か
な
り
の
責
任
が
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
あ
っ
て
は
、
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
と
言
い
 
 

換
え
る
事
も
出
来
る
か
と
思
わ
れ
る
。
一
口
に
社
会
科
学
と
い
っ
て
も
、
広
く
は
、
経
済
学
・
社
会
学
・
政
治
学
・
法
学
・
人
類
学
・
歴
 
 

史
学
さ
ら
に
は
哲
学
等
い
ろ
い
ろ
の
学
問
が
あ
り
る
。
 
 
 

こ
こ
で
い
く
つ
か
の
点
を
あ
え
て
指
摘
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、
こ
れ
ら
の
す
べ
て
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
に
し
て
も
、
多
く
が
「
疎
外
 
 

さ
れ
た
社
会
科
学
」
・
疎
外
さ
れ
た
学
問
や
思
想
の
姿
を
と
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
何
を
さ
す
の
か
。
疎
外
と
い
う
こ
と
か
ら
す
 
 

る
と
、
対
象
の
本
質
を
見
失
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
各
種
の
学
問
で
重
視
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
巨
匠
と
さ
れ
て
い
る
人
々
 
 

が
唱
え
て
い
た
こ
と
が
、
本
質
性
を
見
失
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 
 
 

い
く
つ
か
の
例
を
挙
げ
て
み
る
。
M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
社
会
学
の
分
野
で
方
法
論
的
個
人
主
義
を
唱
え
、
そ
の
延
長
上
に
あ
る
パ
ー
ソ
 
 

ン
ズ
な
ど
と
と
も
に
、
社
会
学
な
い
し
社
会
観
ひ
い
て
は
人
間
観
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
分
離
主
義
的
な
個
我
主
 
 

義
的
な
思
考
方
法
は
、
人
類
レ
ベ
ル
で
も
宇
宙
レ
ベ
ル
で
も
頬
的
存
在
と
も
い
え
る
人
間
の
自
己
了
解
に
き
わ
め
て
大
き
な
歪
み
な
い
し
 
 

は
過
ち
を
お
お
が
か
り
に
持
ち
込
む
結
果
に
な
っ
た
と
恩
わ
れ
る
。
ロ
ッ
ク
・
ヒ
ユ
ー
ム
な
ど
の
政
治
学
で
も
同
じ
誤
り
が
犯
さ
れ
て
い
 
 

社
会
科
学
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
の
必
要
性
闇
 
 
 



岩
六
 
 
 

る
．
A
・
ス
ミ
ス
の
 
（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
の
子
で
あ
る
）
個
我
的
な
欲
望
・
富
の
追
求
肯
定
に
は
大
き
な
過
ち
が
犯
さ
れ
て
い
る
。
 
 

経
済
に
お
い
て
も
、
個
人
的
な
恵
は
公
的
な
善
に
な
る
は
ず
が
な
い
の
で
あ
る
。
無
制
限
の
物
質
追
求
や
快
適
・
効
率
性
指
向
が
正
し
い
 
 

と
し
た
の
は
、
人
類
の
長
年
の
道
徳
や
自
己
抑
制
に
た
い
す
る
彼
の
挑
戦
だ
っ
た
わ
け
だ
が
、
こ
の
誤
り
は
現
在
の
地
球
環
境
破
壊
や
カ
 
 

ネ
が
す
べ
て
の
人
心
の
荒
廃
、
社
会
や
家
族
の
崩
壊
傾
向
や
犯
罪
増
加
・
戦
争
の
燭
光
が
明
瞭
に
物
語
っ
て
い
る
。
人
類
は
、
肉
体
の
便
 
 

宜
と
快
楽
（
肉
欲
・
『
聖
書
）
 
の
た
め
に
地
球
や
生
き
物
や
森
林
・
山
岳
■
河
川
・
海
洋
と
自
ら
の
心
を
、
毎
日
食
べ
な
が
ら
生
活
し
て
い
 
 

る
と
も
い
え
る
。
こ
れ
は
、
個
人
あ
た
り
の
G
N
P
の
増
加
の
代
償
だ
と
無
視
で
き
る
よ
う
な
生
易
し
い
も
の
で
は
な
い
。
ス
ミ
ス
の
誤
 
 

謬
は
ケ
イ
ン
ズ
に
よ
っ
て
も
訂
正
さ
れ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
W
・
ロ
ス
ト
ウ
流
の
成
長
至
上
主
義
・
開
発
至
上
主
義
、
ま
た
経
済
学
が
掲
 
 

げ
る
効
率
至
上
主
義
、
ス
ケ
ー
ル
・
メ
リ
ッ
ト
至
上
主
轟
は
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
イ
シ
ョ
ン
・
自
由
化
の
か
た
ち
で
、
人
類
と
地
球
を
破
滅
の
 
 

渕
に
追
い
込
み
つ
つ
あ
る
。
K
・
マ
ル
ク
ス
は
1
9
世
紀
の
人
ら
し
く
、
宇
宙
の
究
極
存
在
を
否
定
し
唯
物
主
義
を
と
っ
た
 
（
フ
ォ
イ
エ
ル
 
 

バ
ッ
ハ
の
ヘ
ー
ゲ
ル
批
判
は
底
が
拭
い
も
の
だ
っ
た
）
。
さ
ら
に
唯
物
的
な
歴
史
観
＝
史
的
唯
物
論
や
唯
物
主
義
的
な
社
会
観
を
主
張
し
 
 

た
。
こ
れ
は
極
端
に
感
覚
主
義
や
経
験
論
に
引
っ
張
ら
れ
た
思
想
で
、
そ
の
偏
狭
性
が
今
日
あ
ら
た
め
て
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
レ
ー
ニ
 
 

ン
に
つ
い
て
は
「
超
帝
国
主
義
」
 
（
帝
国
主
義
の
同
盟
、
パ
ッ
ク
ス
・
コ
ン
ソ
ル
テ
ィ
ス
、
世
界
金
融
資
本
）
 
の
存
在
に
つ
い
て
の
異
常
と
 
 

も
い
え
る
否
定
姿
勢
が
、
人
類
の
現
実
認
識
や
世
界
認
識
を
2
0
世
紀
に
大
き
く
歪
め
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
点
は
マ
ル
ク
ス
が
国
際
金
 
 

融
業
の
世
界
支
配
力
に
つ
い
て
殆
ど
沈
黙
し
、
生
産
重
視
姿
勢
を
取
り
す
ぎ
た
こ
と
に
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
つ
い
で
に
記
す
と
、
 
 

資
本
主
義
が
世
界
資
本
、
‡
義
で
金
融
・
商
業
・
帝
国
主
義
主
導
型
で
生
成
し
、
現
在
も
そ
う
で
あ
る
だ
ろ
う
こ
と
の
認
識
の
眠
が
、
経
済
 
 

学
で
伝
統
的
に
曇
ら
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
（
ゾ
ム
バ
ル
ト
が
指
摘
す
る
よ
う
に
）
、
大
い
に
反
省
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
 
 
 

経
済
学
の
偏
向
性
が
見
本
に
な
り
、
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
の
計
量
政
治
学
や
国
際
政
治
学
（
ゴ
ー
ル
ド
ス
タ
イ
ン
、
ギ
ル
ピ
ン
ら
に
よ
っ
 
 
 



て
、
コ
ン
ド
ラ
チ
ェ
フ
循
環
や
ウ
ォ
ー
ラ
ー
シ
ュ
テ
ィ
ン
の
世
界
シ
ス
テ
ム
諭
さ
ら
に
は
ト
イ
ン
ビ
ー
ら
の
覇
権
国
家
交
代
論
と
絡
ま
せ
 
 
 

て
世
界
戦
争
循
環
説
が
唱
え
ら
れ
、
国
家
は
唯
物
的
に
行
動
す
る
た
ん
な
る
無
機
的
な
物
・
要
素
・
ア
ク
タ
ー
で
あ
る
と
仮
定
さ
れ
る
）
、
 
 

国
際
政
治
学
や
国
際
政
治
経
済
学
な
ど
で
は
、
国
家
が
た
ん
な
る
原
子
な
い
し
要
素
・
無
機
的
な
物
と
み
な
さ
れ
、
ゲ
ー
ム
の
理
論
が
多
 
 

用
さ
れ
て
い
る
。
極
め
て
非
人
間
的
な
学
問
が
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
国
際
経
済
学
で
は
効
率
至
上
主
義
の
無
国
籍
的
 
 

な
投
倫
理
的
な
思
考
が
中
心
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
人
間
を
扱
う
社
会
科
学
で
、
機
械
論
的
な
、
資
源
利
用
の
、
効
率
や
力
が
す
べ
て
（
人
 
 

間
・
労
働
は
資
豚
と
し
て
た
ん
な
る
も
の
と
し
て
計
算
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
）
 
と
い
っ
た
没
倫
理
的
な
・
形
而
上
学
を
欠
い
た
学
問
が
族
 
 
 

生
す
る
結
果
に
な
っ
て
い
る
。
人
間
ら
し
い
噴
か
い
心
や
地
球
・
宇
宙
と
の
調
和
原
理
を
理
解
し
な
い
、
工
学
的
な
学
問
や
理
論
が
今
日
 
 
 

の
政
治
∵
経
済
・
社
会
・
国
際
・
外
交
関
係
、
世
界
経
済
・
世
界
政
治
・
安
保
保
障
 
（
軍
事
）
 
な
ど
を
リ
ー
ド
す
る
形
勢
に
な
っ
て
い
る
 
 
 

の
は
、
ま
こ
と
に
憂
慮
さ
れ
る
事
態
で
あ
る
。
 
 

以
上
い
く
つ
か
具
体
例
を
挙
げ
た
こ
と
か
ら
推
定
さ
れ
る
と
お
り
、
1
9
世
紀
～
2
0
世
紀
の
主
に
形
而
下
的
・
物
質
主
義
的
・
「
ニ
ュ
ー
ト
 
 

ン
型
」
 
に
壌
小
化
さ
れ
た
社
会
科
学
は
無
論
さ
ま
ざ
ま
な
業
績
を
上
げ
は
し
た
が
、
大
勢
に
お
い
て
判
断
す
る
と
、
方
向
性
に
お
い
て
歪
 
 

ん
だ
認
識
・
判
断
や
考
え
方
や
情
報
を
、
人
類
に
対
し
て
結
果
と
し
て
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
よ
ろ
し
く
、
提
供
す
る
も
の
に
な
っ
 
 
 

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
括
っ
て
言
う
と
こ
れ
ら
の
大
部
分
が
西
欧
文
明
の
一
端
と
し
て
、
西
欧
製
 
（
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ザ
・
ウ
ェ
ス
ト
）
 
 
 

の
学
問
や
思
想
、
あ
る
い
は
そ
の
輸
入
や
加
工
品
だ
っ
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
 
 

社
会
や
人
間
や
国
家
関
係
を
機
械
論
的
・
分
断
・
細
分
的
に
、
形
而
下
的
・
ニ
ュ
ー
ト
ン
力
学
的
に
解
し
す
ぎ
る
社
会
科
学
が
人
類
・
 
 
 

他
界
・
社
会
・
経
済
を
汎
保
倫
理
的
に
し
、
そ
れ
を
合
理
的
で
あ
る
と
解
す
る
、
歪
ん
だ
世
界
観
や
政
策
観
念
を
生
み
出
し
て
い
る
。
 
 

現
代
の
社
会
科
学
は
物
質
主
義
的
・
経
験
絶
対
主
義
的
・
要
素
還
元
主
義
的
・
個
体
還
元
主
義
的
・
機
械
論
的
世
界
観
・
機
臓
論
的
八
 
 

社
会
科
半
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
授
の
必
要
性
拗
 
 
 



岩
入
 
 

間
観
∴
機
械
論
的
自
然
観
・
古
典
物
理
学
の
手
法
を
素
朴
に
採
用
し
て
い
る
。
数
理
的
な
手
法
の
駆
使
も
こ
の
こ
と
と
結
び
つ
く
こ
と
が
 
 

多
い
。
 
 
 

こ
の
混
乱
し
た
事
態
は
一
体
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
。
端
的
に
は
現
代
の
社
会
科
学
が
す
で
に
時
代
遅
れ
に
な
っ
た
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
古
 
 

典
力
学
を
始
め
と
す
る
古
典
物
理
学
に
鈍
を
取
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
方
法
論
的
に
は
デ
カ
ル
ト
の
主
客
二
分
法
に
よ
り
、
認
 
 

識
の
主
体
で
あ
る
人
間
が
認
識
の
客
体
で
あ
る
自
然
そ
の
他
か
ら
完
全
に
独
立
し
た
存
在
で
あ
る
こ
と
を
荊
掟
に
す
る
。
ま
た
、
人
間
の
 
 

感
覚
（
い
わ
ば
5
感
）
と
そ
の
延
長
で
あ
る
感
覚
的
な
認
識
だ
け
に
信
を
置
く
。
別
の
角
度
か
ら
い
う
と
、
感
覚
で
分
か
る
こ
と
以
外
は
 
 

信
じ
な
い
。
考
え
よ
う
と
し
な
い
、
あ
る
い
は
心
や
精
神
に
よ
る
知
覚
・
認
識
の
価
値
を
信
じ
な
い
。
い
さ
さ
か
強
く
言
う
と
、
精
神
の
 
 

世
界
に
対
し
て
鎖
国
的
な
唯
物
的
な
認
識
論
に
立
つ
。
物
質
的
に
あ
る
も
の
に
だ
け
注
目
す
る
。
あ
る
い
は
物
質
は
分
子
・
原
子
に
還
元
 
 

で
き
、
そ
れ
ら
の
結
合
で
す
べ
て
の
も
の
は
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
と
解
す
る
、
要
素
還
元
主
義
的
・
個
体
還
元
主
義
的
な
存
在
論
な
い
 
 

し
は
認
識
論
が
採
用
さ
れ
る
。
 
 
 

こ
れ
が
社
会
科
学
∴
社
食
思
想
に
も
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
、
そ
の
発
想
が
導
入
さ
れ
、
経
済
学
を
中
心
に
社
会
科
学
の
全
体
に
影
響
を
 
 

及
ぼ
す
よ
う
に
な
る
。
社
会
科
学
は
こ
れ
ま
で
一
般
的
に
明
示
的
に
は
形
而
下
的
な
機
械
論
的
な
宇
宙
観
や
人
間
観
の
上
に
立
ち
、
ニ
ュ
 
 

ー
ト
ン
方
式
で
組
み
立
て
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
頂
点
が
1
9
世
紀
の
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
で
あ
り
、
2
0
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
と
い
っ
て
よ
い
。
 
 

ま
た
、
無
神
論
的
・
機
械
論
的
な
、
形
而
上
学
に
関
心
を
持
た
ぬ
形
而
下
的
な
経
済
学
・
政
治
学
・
社
会
学
・
法
学
そ
の
他
で
あ
る
。
端
 
 

的
に
表
現
す
る
と
、
そ
れ
ら
の
学
問
に
は
人
間
ら
し
さ
や
土
の
香
り
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
あ
る
い
は
こ
の
よ
う
な
感
覚
を
消
し
去
る
の
が
、
 
 

サ
イ
エ
ン
ス
で
あ
り
、
学
問
で
あ
り
、
教
育
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
観
さ
え
あ
る
。
こ
れ
は
考
古
学
・
文
明
論
・
人
類
学
・
宇
宙
論
・
歴
 
 

史
学
∴
示
教
学
等
に
照
ら
し
判
断
す
る
と
、
ま
た
、
人
類
百
数
十
万
年
の
歴
史
か
ら
見
る
と
ま
こ
と
に
奇
形
的
な
知
の
体
系
・
価
値
の
体
 
 
 



系
で
あ
る
と
さ
え
言
え
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
モ
ダ
ニ
ズ
ム
は
急
激
に
過
去
の
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
が
社
会
科
学
が
そ
の
範
と
し
た
自
然
科
学
の
領
域
で
は
、
機
械
論
的
な
存
在
観
は
2
0
世
紀
に
急
激
に
過
去
の
も
の
と
な
り
つ
つ
 
 

あ
る
。
物
質
を
究
極
の
物
質
に
還
元
す
る
個
体
還
元
主
義
的
な
手
法
は
、
量
子
理
論
・
ハ
イ
ゼ
ン
ベ
ル
ク
の
不
確
定
性
原
理
・
ア
イ
ン
シ
 
 

ュ
タ
イ
ン
の
相
対
性
理
論
、
ク
ォ
ー
ク
、
セ
ミ
・
ク
ォ
ー
ク
、
ビ
ッ
グ
・
バ
ン
・
セ
オ
リ
ー
な
ど
の
宇
宙
科
学
の
発
展
（
最
近
、
宇
宙
の
 
 

種
、
銀
河
系
の
種
の
発
見
な
ど
相
次
い
で
い
る
）
 
で
超
ス
ピ
ー
ド
に
過
去
の
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
生
物
学
は
化
学
に
収
赦
し
、
化
学
 
 

は
物
理
学
に
収
赦
し
、
物
理
学
で
は
量
子
論
や
相
対
性
理
論
や
最
近
で
は
進
ん
で
意
識
場
論
、
超
相
対
性
理
論
の
必
要
が
説
か
れ
た
り
し
 
 

て
い
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
機
械
論
的
な
存
在
論
や
世
界
観
が
音
を
立
て
て
崩
れ
つ
つ
あ
る
。
ク
ォ
ー
ク
の
先
は
何
か
。
こ
れ
は
非
物
質
の
光
子
の
 
 

世
界
と
も
観
念
の
世
界
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
外
を
見
つ
め
た
サ
イ
エ
ン
ス
の
帰
結
が
プ
ラ
ト
ン
・
ヘ
ー
ゲ
ル
・
老
荘
が
問
題
に
し
た
精
 
 

神
・
内
を
見
つ
め
た
古
来
か
ら
の
実
体
論
な
い
し
存
在
論
と
円
弧
を
な
し
つ
つ
合
一
し
っ
つ
あ
る
。
こ
れ
が
2
0
世
紀
の
知
的
な
帰
結
で
あ
 
 

る
。
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
古
典
物
理
学
の
世
界
は
マ
ク
ロ
の
部
分
理
論
化
し
て
お
り
、
非
物
質
の
世
界
が
生
命
論
と
も
結
ん
で
、
科
学
的
・
思
 
 

想
的
・
学
問
的
な
研
究
主
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
状
況
に
昭
一
…
ら
す
と
、
人
間
の
生
命
や
観
念
や
心
理
を
重
要
な
要
素
に
す
る
社
会
科
学
 
 

が
い
ま
だ
に
唯
物
的
で
機
械
論
的
な
手
法
だ
け
に
碩
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
学
問
が
自
然
科
学
や
哲
学
・
人
類
学
等
に
比
し
て
百
年
く
ら
 
 

い
遅
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
 
 
 

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
自
然
科
学
に
し
て
も
、
プ
ラ
ト
ン
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
ト
マ
ス
・
ア
キ
ナ
ス
の
「
宇
宙
の
ロ
ゴ
ス
」
、
あ
る
い
 
 

は
東
洋
田
品
心
に
お
け
る
「
天
」
、
を
否
定
し
た
の
で
は
な
く
、
自
然
科
学
で
は
こ
の
ロ
ゴ
ス
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
法
則
性
の
探
求
に
力
を
入
 
 

れ
た
の
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ト
ン
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
し
て
然
り
で
あ
る
。
A
・
ス
ミ
ス
に
し
て
も
究
極
存
在
を
否
定
し
た
わ
け
で
は
 
 

社
会
科
学
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
の
必
要
性
榔
 
 
 



ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
宇
宙
観
と
社
会
科
学
の
建
設
が
必
要
 
 
 

デ
カ
ル
ト
・
ニ
ュ
ー
ト
ン
・
ベ
ー
コ
ン
・
ヒ
ユ
ー
ム
・
ポ
パ
ー
的
な
機
械
論
的
、
部
分
的
・
裁
断
的
な
発
想
に
代
わ
る
も
の
は
何
か
。
 
 

そ
れ
は
宇
宙
・
天
体
・
地
球
・
生
物
・
人
間
・
そ
の
社
会
、
あ
る
い
は
そ
の
諸
側
面
な
ど
が
す
べ
て
を
通
じ
て
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
相
互
 
 

浸
透
的
な
関
係
が
成
立
し
、
全
体
と
し
て
一
つ
の
調
和
 
（
物
心
両
面
の
）
 
に
達
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
本
来
が
そ
う
で
あ
っ
た
し
 
（
先
近
 
 
 

代
あ
る
い
は
先
古
代
に
お
い
て
）
、
ま
た
、
そ
う
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
と
い
う
点
の
認
識
に
立
つ
見
方
で
あ
ろ
う
。
宇
宙
の
発
生
、
天
体
の
 
 
 

成
立
と
遅
行
、
地
球
の
生
成
と
運
行
、
諸
生
物
の
生
存
、
諸
文
明
の
興
亡
、
こ
れ
ら
を
考
え
る
と
、
わ
れ
わ
れ
は
宇
宙
の
法
則
と
調
和
と
 
 
 

「
宇
宙
の
ロ
ゴ
ス
」
な
い
し
は
意
識
に
思
い
当
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
 
 
 

人
間
が
生
き
社
会
が
成
立
し
経
済
や
政
治
や
文
化
や
学
問
が
成
立
す
る
の
も
、
宇
宙
・
人
間
の
相
即
不
離
二
体
性
を
経
れ
て
あ
り
え
 
 

な
い
。
現
代
の
社
会
科
学
は
こ
の
よ
う
な
宇
宙
的
な
合
一
性
を
切
り
離
し
、
結
果
と
し
て
人
間
や
地
球
や
宇
宙
を
社
会
の
学
問
か
ら
乱
暴
 
 
 

に
放
逐
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
諸
分
野
の
社
会
科
学
が
必
要
不
可
欠
な
前
提
を
考
慮
に
入
れ
て
い
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
 
 
 

人
間
が
生
き
る
社
会
を
問
題
に
す
る
の
に
、
肝
腎
の
人
間
や
そ
の
環
境
た
る
宇
宙
・
地
球
・
太
陽
は
ブ
ラ
ッ
ク
・
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
ら
れ
 
 
 

た
ま
ま
な
の
で
あ
る
。
 
 
 

一
言
 
 
 

な
い
。
人
間
の
魂
 
（
s
O
u
r
 
S
p
i
r
i
什
）
 
を
否
定
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
（
只
腰
親
和
『
天
文
学
史
と
道
徳
哲
学
』
多
賀
出
版
）
。
l
・
S
・
ミ
 
 

ル
も
然
り
、
お
そ
ら
く
は
ケ
イ
ン
ズ
も
然
り
で
あ
る
。
2
0
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
が
実
質
的
に
無
神
論
的
な
社
会
科
学
の
建
設
に
躍
気
 
 

に
な
っ
て
い
る
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
に
、
自
然
科
学
や
哲
学
の
分
野
で
は
、
唯
物
論
な
い
し
無
神
諭
は
皮
肉
に
も
崩
壊
し
っ
つ
あ
っ
た
の
で
 
 
 

あ
る
。
 
 



2
0
世
紀
に
あ
っ
て
モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
の
社
会
諸
科
学
は
、
切
り
離
し
が
た
く
全
体
と
し
て
あ
る
も
の
を
誤
っ
て
機
械
論
 
 

的
に
分
断
・
細
分
化
し
解
明
で
き
る
と
考
え
る
。
経
済
学
を
例
に
取
る
と
、
こ
の
裁
断
主
義
・
モ
デ
ル
諭
へ
の
極
端
な
傾
斜
で
、
誤
っ
た
 
 

経
済
像
や
政
策
論
や
経
済
観
を
地
球
上
に
放
散
し
て
い
る
 
（
過
去
に
お
い
て
何
人
か
の
巨
匠
達
が
宇
宙
・
人
間
－
社
会
の
全
体
認
識
の
努
 
 

力
を
し
た
の
だ
が
）
。
こ
の
事
情
は
多
少
の
事
情
の
違
い
が
あ
る
に
せ
よ
、
他
の
社
会
科
学
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ら
 
 
 

の
個
々
の
学
問
は
誤
認
が
生
じ
る
。
ま
た
、
た
と
え
そ
れ
ら
の
情
報
や
理
論
や
認
識
の
全
体
を
合
計
し
て
も
、
正
し
い
社
会
観
・
世
界
観
 
 

や
政
策
論
や
人
生
観
は
得
ら
れ
な
い
。
部
分
－
全
体
が
ホ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
相
互
浸
透
的
に
存
在
す
る
も
の
は
、
す
べ
て
が
感
応
し
浸
 
 

透
し
あ
っ
て
い
る
。
個
々
の
部
分
の
内
部
に
宇
宙
や
世
界
の
全
体
が
浸
透
し
て
い
る
。
個
々
人
に
、
経
済
に
、
社
会
に
、
政
治
に
、
法
律
 
 

に
、
宇
宙
の
全
体
が
ホ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
内
包
さ
れ
、
か
つ
そ
れ
ら
は
地
球
や
宇
宙
と
感
応
し
あ
っ
て
い
る
。
 
 

モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
社
会
科
学
は
こ
の
辺
の
事
情
を
無
視
し
が
ち
で
あ
る
。
経
済
学
が
主
に
問
題
に
す
る
経
済
人
 
（
ホ
モ
・
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
 
 
 

ス
）
 
は
、
他
者
と
は
全
く
別
の
精
神
世
界
を
内
包
す
る
こ
と
が
顧
慮
さ
れ
な
い
、
い
わ
ば
も
の
と
し
て
肉
体
と
し
て
の
人
間
で
あ
る
。
ま
 
 
 

た
、
経
済
や
企
業
・
家
計
・
財
政
・
世
界
経
済
と
は
概
し
て
精
神
や
心
の
な
い
 
「
物
」
だ
と
解
さ
れ
て
い
る
 
（
そ
の
な
か
に
有
機
的
で
精
 
 

神
的
な
人
間
も
生
物
も
、
地
球
も
事
績
や
政
治
・
社
会
・
文
化
・
宗
教
等
も
浸
透
し
て
い
る
の
に
）
。
社
会
学
は
社
会
や
集
団
や
組
織
は
物
だ
 
 

と
考
え
る
傾
向
が
強
い
 
（
経
済
と
同
じ
で
、
そ
の
中
に
は
宇
宙
や
太
陽
・
地
球
・
諸
生
物
、
経
済
そ
の
他
人
間
等
が
浸
透
し
て
い
る
の
に
）
。
 
 

現
代
の
政
治
学
に
お
い
て
は
、
政
治
は
分
立
し
て
存
在
す
る
互
い
に
別
の
個
人
の
政
治
資
源
を
め
ぐ
る
主
に
そ
の
分
配
や
利
用
方
法
を
 
 
 

め
ぐ
る
闘
争
な
い
し
競
争
と
解
さ
れ
て
お
り
、
国
家
 
（
現
在
の
国
際
政
治
学
で
特
に
日
立
つ
が
）
 
や
公
共
機
関
は
た
ん
な
る
物
と
解
さ
れ
 
 
 

る
傾
向
が
あ
る
。
先
古
代
あ
る
い
は
古
代
以
来
重
視
さ
れ
て
き
た
友
愛
・
徳
義
・
正
義
を
軸
に
す
る
政
治
 
（
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
や
孔
子
な
 
 

ど
）
 
と
い
う
実
体
論
的
な
、
あ
る
い
は
「
宇
宙
の
ロ
ゴ
ス
」
に
発
す
る
徳
義
に
よ
る
政
治
の
、
ザ
イ
ン
と
ゾ
レ
ン
の
観
点
が
き
わ
め
て
希
 
 

〓
一
 
 
 



〓
ニ
 
 

薄
に
な
っ
て
い
る
感
が
あ
る
。
初
期
に
あ
っ
た
自
然
法
概
念
と
り
ン
ク
す
る
ロ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
ら
の
社
食
契
約
説
に
裏
付
け
ら
れ
る
政
治
、
 
 

政
治
に
求
め
ら
れ
る
徳
義
・
正
当
性
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
 
（
と
り
わ
け
2
0
世
紀
の
政
治
学
に
あ
っ
て
は
）
。
 
 
 

法
学
に
お
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
法
学
が
問
題
と
す
る
個
人
と
は
個
我
的
な
他
者
と
別
の
も
の
、
世
界
・
宇
宙
か
ら
離
れ
て
、
独
立
 
 

し
て
存
在
す
る
孤
独
な
個
人
の
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
個
人
は
実
は
人
類
・
諸
生
物
・
自
然
・
地
球
・
銀
河
系
・
宇
宙
と
同
根
 
 

の
存
在
な
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
個
人
は
た
ん
な
る
身
体
・
肉
体
で
も
な
い
。
「
深
層
心
理
」
（
ユ
ン
グ
・
マ
ズ
ロ
）
に
お
い
て
超
個
帯
域
的
 
 

な
レ
ベ
ル
を
持
つ
、
魂
（
s
p
i
r
i
t
㌔
O
u
ニ
を
も
つ
存
在
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
魂
な
る
も
の
は
肉
体
と
は
別
で
三
次
元
以
外
の
存
在
で
あ
 
 

り
（
相
対
性
理
論
で
も
、
空
間
や
時
間
は
相
対
化
さ
れ
て
い
る
。
物
質
も
そ
う
で
あ
る
）
、
つ
い
で
に
記
す
と
山
・
海
∴
石
石
・
森
林
・
さ
 
 

ま
ざ
ま
な
生
き
物
に
非
物
質
の
精
神
と
も
霊
気
と
も
い
え
る
も
の
が
な
い
と
い
う
保
障
が
無
い
。
法
学
の
分
野
で
も
初
期
に
あ
っ
た
自
然
 
 

法
に
基
づ
く
法
理
念
や
天
賦
の
人
権
・
基
本
的
人
権
の
概
念
が
、
2
0
世
紀
に
は
磨
耗
し
っ
つ
あ
る
感
が
あ
る
。
 
 
 

現
代
の
社
会
科
学
に
お
い
て
、
「
宇
宙
の
ロ
ゴ
ス
」
「
絶
対
精
神
」
（
プ
ラ
ト
ン
・
ヘ
ー
ゲ
ル
）
の
忘
失
が
一
般
的
で
あ
る
。
友
愛
宇
苗
、
 
 

物
質
的
万
有
引
力
と
異
な
り
、
す
べ
て
に
宿
る
か
と
思
わ
れ
る
友
愛
の
精
神
的
引
力
な
い
し
は
精
神
的
・
心
理
的
な
紐
帯
は
、
近
・
現
代
 
 

と
り
わ
け
現
代
の
自
然
科
学
や
人
文
科
学
・
諸
学
問
・
思
想
に
お
い
て
は
、
奇
妙
に
忘
失
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
注
目
さ
れ
て
い
な
い
。
 
 

物
質
主
義
の
知
の
体
系
に
偏
り
す
ぎ
た
現
代
の
学
問
は
「
山
川
草
木
悉
皆
仏
生
」
（
釈
迦
・
老
子
）
 
の
理
を
も
う
一
度
想
起
し
、
ま
た
「
宇
 
 

宙
の
ロ
ゴ
ス
」
の
分
岐
と
も
い
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
に
遍
満
す
る
霊
気
の
存
在
を
思
い
出
す
必
要
も
あ
ろ
う
。
 
 
 

物
質
主
義
的
に
一
元
論
的
で
機
械
論
的
な
分
断
・
細
分
主
義
、
形
而
下
的
な
学
問
に
堕
し
て
い
る
社
会
科
学
は
、
経
済
学
・
政
治
学
・
 
 

社
会
学
・
法
学
な
ど
の
協
同
は
む
ろ
ん
の
こ
と
、
人
類
学
・
考
古
学
・
民
俗
学
・
未
来
論
・
撃
二
世
界
研
究
・
歴
史
学
・
文
明
論
・
哲
学
・
 
 

宗
教
な
い
し
宗
教
学
、
人
間
論
・
存
在
論
（
オ
ン
ト
ロ
ジ
⊥
・
事
績
諭
等
・
環
境
論
；
コ
ロ
ジ
⊥
と
の
多
元
的
な
協
同
・
彫
啄
を
お
 
 
 



参
考
文
献
 
「
社
会
科
学
の
新
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
提
起
と
友
愛
（
共
生
）
宇
宙
」
筑
波
大
学
大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
『
社
会
科
学
の
新
 
 

し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
』
所
収
、
拙
著
『
新
ユ
ー
ト
ピ
ア
経
済
学
』
 
（
と
も
に
、
た
ま
川
版
）
 
「
現
代
社
会
の
仕
組
み
と
友
愛
社
会
主
義
」
 
（
『
知
 
 

の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
』
 
（
軌
草
書
房
）
、
岸
根
卓
郎
『
文
明
論
』
 
（
東
洋
経
済
）
等
 
 

（
追
記
）
 
こ
の
論
文
は
私
が
筑
波
大
学
在
任
中
の
最
後
の
論
文
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
思
い
返
せ
ば
、
本
学
創
始
期
の
着
任
以
来
、
二
十
三
 
 

年
間
の
歳
月
が
流
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
国
際
一
級
・
新
構
想
∴
芋
際
性
の
モ
ッ
ト
ー
を
か
か
げ
山
林
原
野
を
切
り
拓
い
て
作
ら
れ
た
 
 

学
園
都
市
の
本
大
学
に
私
は
若
い
情
熱
を
感
じ
て
そ
の
二
貞
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
の
心
を
も
っ
て
私
は
学
問
研
究
 
 

と
教
育
に
力
を
注
い
で
釆
ま
し
た
。
そ
し
て
、
日
本
の
状
況
の
中
で
出
来
る
範
囲
で
タ
コ
ツ
ボ
式
で
な
く
、
輸
入
型
・
守
旧
型
で
な
く
、
 
 

輸
出
で
き
る
学
際
的
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
国
際
的
な
業
績
を
残
す
の
に
、
誠
心
誠
意
こ
の
年
月
を
賀
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
私
の
学
的
生
涯
の
 
 

か
な
り
大
き
な
部
分
を
占
め
る
時
期
で
、
十
冊
の
単
著
や
数
多
の
論
文
や
諸
活
動
は
そ
の
結
晶
で
す
。
こ
の
自
由
な
営
為
を
い
ろ
い
ろ
な
 
 

一
三
 
 
 

（
後
記
）
本
論
文
は
、
筆
者
が
1
9
9
6
年
1
1
月
9
日
経
済
学
史
学
会
全
国
大
会
で
お
こ
な
っ
た
報
告
の
要
旨
に
対
応
す
る
。
当
日
は
さ
い
 
 

わ
い
、
筆
者
の
報
告
に
た
い
し
て
水
田
洋
教
授
を
は
じ
め
熱
心
な
質
疑
・
内
容
あ
る
討
議
が
筆
者
と
の
間
で
長
時
間
に
わ
た
り
お
こ
な
わ
 
 

。
 
 

こ
な
い
、
全
体
・
部
分
相
即
の
無
機
・
有
機
・
形
而
下
・
形
而
上
の
統
合
た
る
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
学
問
に
転
換
し
て
い
か
ざ
る
を
え
な
 
 

い
で
あ
ろ
う
。
 
 



〓
四
 
 

形
で
支
え
て
戴
い
た
、
筑
波
大
学
の
諸
先
生
・
学
生
・
職
員
の
皆
様
に
こ
の
紙
面
を
借
り
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
終
わ
り
に
大
学
 
 

に
自
由
な
雰
囲
気
が
保
た
れ
つ
つ
さ
ら
な
る
創
造
的
の
場
と
な
る
こ
と
を
切
に
祈
り
ま
す
。
 
 
 


	0150.tif
	0151.tif
	0152.tif
	0153.tif
	0154.tif
	0155.tif
	0156.tif
	0157.tif
	0158.tif
	0159.tif
	0160.tif
	0161.tif

